
単元目標1 【事前活動】インセプションレポートの作成・提出
          【討論】インセプションレポートの発表、グループディスカッション（国別討論）

単元目標2 【講義】農協概論、農家組織の設立、農協の組織運営、農協の営農指導、農協金融
、土地改良区と農業農村整備事業
          【見学】農協、土地改良区

単元目標3 【講義】日本の農業政策、農地制度、農業における国・地方・農協の役割、農産物
・資材の流通、
                  北海道における農業改良普及事業、農業災害の補償・保険
          【見学】農家、卸売市場、農業改良普及センター、農業試験場

単元目標4 【演習】中間ディスカッション、アクションプラン作成指導
　　　　　【討論】アクションプラン発表
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【案件目標】
研修員が作成した農民組織の役割・機能の強化（改善）のための計画案が、研修員の所属機関
において検討・承認される。

【成果】
1. 自国における農民組織の設立・活動状況に関する現状・課題分析を行う。
2. 日本における農家組織の役割・機能を理解する。
3. 日本における農家の活動や農家組織のための支援体制を理解する。
4. 研修成果をふまえ、自国における農民組織の役割・機能の強化（改善）のための計画案をア
クションプランとして提案する。

目標／成果

内　容

【対象組織】
・地方政府において、農民組織の設立・活
動支援を担当する部局
・公共性の高い農家組織（個人農場は含ま
ない）

【対象人材】
・農民組織の設立や活動支援を担当する地
方行政官
・公共性の高い農家組織の代表者
（できれば同じ地域からペアで応募するこ
とが望ましい）

対象組織／人材

中央アジア地域農民組織強化
Strengthening Role and Function of Farmers' Organization in Central Asian Countries
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農業開発/農業サービス（普及、研究、金融、農民組織等）

対象国の条件：

副分野課題：

日本における農民組織の機能と役割の理解を通じて、自国における農民組織の機能の強化（改善）を目指す。
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